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 委員長                 大 島 やよい 

 委 員                 高 木 明 郎 

 

○傍聴者数    ２人 

 

〔付議案件〕 

 日程第１ 第３６号議案 平成２２（２０１０）年度教育予算編成に向けての基本姿勢

について 

〔報告事項〕 

（１） 委員長、委員、教育長職務代理者報告事項 

・ １０／１６  新型インフルエンザワクチンの説明会について 

・ １０／１７  体育指導員第四ブロック研修会について 

・ １０／２０  初診小児科カンファレンスについて 

・ １０／２１  軽井沢尐年自然の家（多田小学校移動教室）視察について 

・ １０／２１  中野区小児科医会 

・ １０／２３  研究発表会（第九中学校）について 

・ １０／２３  第59回社会を明るくする運動実施報告会について 

・ １０／２２  区議会第三回定例会本会議について 

 （２）事務局報告事項 

  ①「中野区基本構想の改定の視点」及び「新しい中野をつくる１０か年計画（第２

次）」素案に関する意見交換会の結果について（教育経営担当） 

  ②中野区基本構想の改定の考え方について（教育経営担当） 

  ③平成２１年度インフルエンザ様疾患による臨時休業状況について（学校教育担当） 

〔協議事項〕 

 （１）教育ビジョン（第２次）の検討について 
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午後７時００分開会 

大島委員長 

 こんばんは。 

 ただいまから、教育委員会第35回定例会を開会いたします。 

 本日の出席状況ですが、山田委員が所用のため尐しおくれるとのことです。また、教育

長が欠席のため、教育長職務代理者として教育委員会事務局次長が出席しています。 

 本日の会議録署名委員は、高木委員にお願いいたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程表のとおりです。 

 それでは、初めに、「夜の教育委員会」について若干説明させていただきます。 

この夜の教育委員会は、さまざまな理由のため昼間の教育委員会を傍聴しにくい方々に

参加していただく機会を設けることを主な目的として実施しています。そこで、本日はい

つも金曜日の午前10時から開会している教育委員会を午後７時から、時間を変更して開会

することといたしました。したがいまして、会議の運営は通常の教育委員会と同じように

進めてまいります。 

なお、本日の教育委員会が10月最後の教育委員会になりますので、傍聴者発言の時間を

設けさせていただきますので、会議の運営にご協力をお願いいたします。 

それでは、日程に入ります。 

＜日程第１＞ 

大島委員長 

日程第１、第36号議案「平成22（2010）年度教育予算編成に向けての基本姿勢につい

て」を上程いたします。 

議案の説明をお願いいたします。 

参事（教育経営担当） 

 それでは、平成22年度教育予算編成に向けての基本姿勢についてご説明をいたします。 

 この件に関しましては、前回ご協議をいただくということでご説明をさせていただきま

した。昨今の、昨年来のリーマンショック以来の著しい不況の中で22年度予算を編成をし

ていかなければいけないという状況がございます。ただいま、現在の段階でも21年度の予

算編成の時期と比べて、一般財源ベースで約50億程度削減をしなければいけないというよ

うな状況がございます。これらの状況を受けて、区長から予算編成方針として示された中

身につきましても、こういった状況を見据えて事務事業の見直し、さらなる執行方法の工
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夫をして予算編成をしてくださいというような、そういった編成方針も出されています。 

教育委員会といたしましても、こういった予算編成方針に基づいて、限られた財源の中

で、どうしても教育委員会として執行しなければいけない、そういった部分につきまして

も、縮小ですとか統合ですとか事業の廃止ですとか、そういったことで財源を生み出して、

積極的に効率的、効果的な予算編成を行う必要があるというふうに認識をしてございます。 

とはいえ、今まで教育委員会として基本的な方向性を定め、それに従って事業を進めて

きたわけでございます。本日の資料の記書き以降の(1)から(9)までにつきましては、今ま

で基本的な方向性として確認をしている中身でございます。こういった事項を重点として、

その中でもいろいろな効率的、効果的な予算編成をする工夫はしていきながらも、こうい

った記書き以降の部分については基本的な姿勢をしっかり定めて必要な施策を厳選して展

開をしていく必要があるというふうに考えてございます。 

こういったことを含めて、基本姿勢として本日ご提案を申し上げるということでござい

ます。 

以上でございます。 

大島委員長 

 では、ただいまの説明に対しまして、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

基本姿勢の４番目に、学校施設の耐震性等の向上というのがあります。平成20年６月に、

公立小中学校の耐震化が23区で中野区最低ということで新聞に出まして、その後区長のほ

うでも予算をつけてやりますということで、一応めどとしては、2011年度までには全部完

了ということで動いていると思うんですが、この基本姿勢はこれでいいと思うんですが、

実際2011年度までにその改修が完了するような予算というのはつきそうなんでしょうか。 

大島委員長 

どうぞ、教育経営担当。 

参事（教育経営担当） 

今回の予算編成の段階で、枠外という形で一定の予算については確保するという形にな

ってございます。その部分につきましては、再編に絡むこと、それから耐震に関係する部

分については一応枠外という形で指令を受けていますので、その部分については今のとこ

ろ変更がないというふうに考えております。 
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高木委員 

了解しました。 

大島委員長 

ほかにございますでしょうか。 

飛鳥馬委員、よろしいでしょうか。 

飛鳥馬委員 

   先週協議ということでいろいろお話しましたので特にありません。 

大島委員長 

そうですね。はい。この件については先週大分協議いたしまして、予算については実際

のところはこの記書き以降、９項目、総花的でなくもう尐し厳選して優劣をつけたりする

必要があるのではないかというような議論もありましたけれども、それはそれで、もちろ

んそういう施策の優劣とか優先順位とか、そういうことは別にもちろん検討しなければい

けないことではありますけれども、この基本姿勢というこれは、予算編成に向けて教育委

員会としてやりたいことはやはりきちんと主張しておくということだということで、これ

を外してしまうということは、それをやらなくてもいいと遠慮しているような意味にまた

とられても困りますからということで、やりたいことは挙げておくという必要があるとい

うような、たしかそんな質疑があったかと記憶しております。 

そういうような先週議論をしたことも踏まえまして、ほかに。 

では、なければ質疑は終結いたします。 

それで、本日２名議決に加わっていない委員がおりますけれども、委員の定足数として

は３名おりますので充足しております。 

挙手の方法により採決を行いたいと思います。 

ただいま上程中の第36号議案を原案どおり決定することに賛成の方は挙手をお願いいた

します。 

（全員賛成） 

大島委員長 

それでは、出席者全員賛成ですので、原案どおり決定いたします。 

以上で議決案件の審査は終了しました。 

次に「報告事項」に移ります。 

＜委員長、委員、教育長職務代理者報告事項＞ 
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大島委員長 

それでは、まず、委員長、委員、教育長職務代理者報告を行います。 

まず、私からですが、今週21日、軽井沢の尐年自然の家の施設の訪問をしていまいりま

した。車で出発いたしまして、当日は天気が大変よくて、行楽日和というような天気でご

ざいました。軽井沢の中野区の施設に参りまして、施設内の見学、それからことしからそ

の施設の運営を委託しております軽井沢フード株式会社という会社の施設の今のところ運

営状況についての報告を受けたりいたしました。それと、当日は多田小学校が軽井沢移動

教室に出発した第１日目でございまして、１日目の夕食に出るメニューを私たちは昼食と

していただいてきました。施設はまだまだしっかりしておりますし、なかなかきれいな印

象でございました。ただ、これから冬に向かいまして、やはり冬は相当寒いと、気候的に

寒いというところなんですが、その施設内は居室部分は暖房があるんですけれども、廊下

とか玄関等の共用部分は暖房がないので、居住性の点でちょっと冬は厳しいものがあると。

それで、学校が使っているときはもちろん学校優先なんですが、使っていない日時につい

ては一般の方が利用できることになっているんですけれども、今のところＰＲ不足なのか、

利用者の方がそれほど多くなくて、もう尐しふえてほしいなというふうに管理を委託して

いる会社の方は言っていらっしゃいましたが、今言った、冬寒いところからちょっと冬の

利用はどうなのかなと、厳しいものがあるかなというふうに思いました。 

それから、施設内等を見学しました後、近くにあります森将軍塚古墳という古墳に参り

まして、そこには多田小学校の６年生の子たちが事前に見学等をしているところで、私た

ちも合流して、その古墳のところが小高い山になっているんですが、その山の上まで登っ

て一緒に上から景色を眺めたりしました。みんなすごく楽しそうな感じで、上の、小高い

山の頂上のところですけれども、そこからヤッホーとかと、こだまのまねをしたりとか、

大の字になって寝転がっている子もいたり、座って遠くの方をみんなで眺めたり、すごく

楽しそうにしていました。 

ただ、その後でまた新型インフルエンザがそこで発症した子もいて、親御さんに迎えに

来てもらったというような子が数人出たとかで、大分予定を変えたりとかで大変だったと

いうようなことをちょっと後から感じました。 

それから、本日の午後、これが始まる前ですけれど、第九中学校で研究発表会がありま

したので、教育長を除く教育委員４人がそろいまして、研究発表会を見てまいりました。 

公開授業とその後体育館で研究発表、それから文科省の先生の講演などがありました。 
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大変に興味深く、すごく参考になりましたけれど、特に公開授業では、つまずきがある

子どもさんに対して、それを引っ張り上げるという工夫をどういうふうにするかと、そこ

に授業の重点を置いてやるということで、いろいろ声かけですとか説明の仕方とか、いろ

いろ工夫しているという様子を拝見しました。先生方、非常に一生懸命やってくださって

いるなというふうに感じました。 

私からは以上です。 

では、飛鳥馬委員、お願いいたします。 

飛鳥馬委員 

私も九中の研究発表会に行きました。九中の研究は、いわゆる難しいテーマを決めてと

いう研究ではなくて、子どもの日常抱えている課題を探求分析しながら授業をどう進める

かという、かなり一人一人の子どもを生かすといいますか、子どもたちが授業に参加でき

るように先生方で考えて、研究即実践みたいな内容のものでした。 

一番、私、いいなと思ったことは、先生方が校内研究で、校内研修で、お互いの授業を

見合うわけですけれども、見る先生が最低３人いれば成立するという、そういう見方をし

ていたと思うんですけれど、先生方が役割があるんですね、３人というのは。 

１人は生徒の授業の反応を見る。それからもう一人は板書とか資料とかそういうものを

見る。３人目は授業の内容といいますか、そういうものを集中的に見てもらうという、役

割分担して見るという意味ではおもしろいなというふうに思いました。余りそういうこと

を今まで聞いたことがないものですから、経験したことがないものですから、おもしろい

なというふうに思いました。要するに、子どもにすぐ役立つというか、教員として実践に

役立つ研究会だったなというふうに思います。 

それから、ちょっと余談ですが、帰りにもみじ茶屋に寄ってきました。ZEROの食堂がと

いう、ここでちょっと話題になったことがありますが、それで、もみじ茶屋って、新しい

経営している人が入っていまして、ちょっと夕食を食べながらお姉さんに聞いたのですが、

どうですかと聞いたら、ランチはそこそこにまあまあと言っていました。ディナーのほう

はちょっとねというようなことを言っていました。ZEROで何かあるかないかとか、そうい

う催し物があるとかないとかという波がちょっとあるんだろうと思うんですけれどもとい

うことで、年齢的にも余り、若者だけとかお年寄りとかと、それは関係ないみたいですね。

周りの飲食店と比べてみても、ちょっと特色があるのかなと思うんですけれども、多分、

ランチタイムなんでカレーのバイキングで食べ放題なんですね。３種類くらい並んでいる
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んですよ。だから、若い子なんていうのは３杯ぐらい食べるんじゃないかと思うんですけ

れども、こういうのはおもしろいなと思ったんですけれども。あと、ご年配の方にはめん

類もありますし。 

夜はさすがやっぱり遅くまで営業できないと、お客さんもが尐ないのでしょうね。18時

30分が終わりですから、そういうこともあって、私たちはちょっとカレーだけ食べてきま

したけれども。ということで、あのまま続いてくれればいいなと思っています。 

以上です。 

大島委員長 

 では、高木委員、お願いいたします。 

高木委員 

 先週は所用で欠席しまして申しわけございませんでした。 

 私も委員長と一緒に10月21日、軽井沢尐年自然の家と多田小学校の移動教室を視察して

まいりました。 

８時30分に区役所を出発しまして、関越道、上信越道を通って約２時間半で現地へとい

うことでございます。私が小学校、中学校のときにも軽井沢へ行ったんですが、現状の施

設が昭和58年の全面改築ですので、その前の古い木造のやつでして、こんなに高速も整っ

ていなかったのでもっと時間がかかったのかなと。この６月に私の長男が中野区の小学生、

５年生ですので行きまして、楽しかったと言っていたのですが、やはり２時間半ぐらいで

行けるというのはちょうどいい距離なのかなと。何かあっても例えば新幹線とかも行って

いますので、非常にやはり軽井沢は交通の便はいいということを痛感しました。 

昭和56年に全面改築して28年が経過していまして、もう設備に関してはそろそろ更新と

かというのも検討するような時期だと思うんですが、ことし行った常葉と比べますと、常

葉と２年ぐらいしか違わないんですが、経年劣化はそれほど目立たない、逆に言うと常葉

のほうがじめじめしているので、ちょっと劣化が目立ったのかなと。軽井沢は割と乾燥し

ているということなので、30年近くたっている割には、劣化していないということではな

いんですが、比較的程度はよかったなと。去年も見ているんですが、改めて常葉と比較し

てみるとそういう感想を持ちました。 

 施設の管理を委託している軽井沢フードさん、いろいろ１時間ぐらい説明を聞きました

が、文京区、千代田区、目黒区、練馬区などの実績もあり、きちっとした業者さんだと感

じました。委員長が説明されたように、夜、子どもたちが食べるカレーとフライとを検食
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というか、そのメニューを食べた後に、森将軍塚古墳、これは再現したということなんで

すけれども、駐車場横の博物館みたいなところを子どもたちは見た後、坂道を20分間ぐら

い登って、ちょっと高台のところで大変見晴らしがいいところなんですが、中には、こん

なに運動するの久しぶりだよという子がいて、私も結構、はあはあしたんですが、やっぱ

り運動している子としていない子の二極化というのはこういうところにも出てくるのかな

と思いました。非常に有意義な一日でございました。 

また、本日の午後は、委員長、飛鳥馬委員と山田委員も一緒で、第九中学校の特色ある

学校づくり重点校研究発表会に出席してまいりました。 

第九中学校は、生徒数が233人、全学年２クラス計６クラスで、プラス通級指導の学級

がある学校でございます。１学年75から79人ということで、クラスはほぼ40人、37、39、

40という感じで、きちきちでございます。区立中学校12校の平均が281ですから、やや尐

ないというところでしょうか。 

見させていただいた授業はおおむね良好でございました。私が特にいいなと思ったのが、

英語と理科の尐人数指導では、一クラスを２分割して授業編成をしていると。40人のクラ

スですと２分割しても20人なんですが、これでかなり成果を上げているなという感じがし

ました。 

英語と理科でアプローチが違いまして、英語は同じ内容をベテランの先生と若手の先生

が交互に担当すると。理科のほうは第一分野・第二分野ということで違う内容をやる。同

じ内容をやってしまうと設備等々の問題があるそうなので、これでかなり生徒たちも集中

しているようなので、これはうまいなと。いろいろなほかの学校でも応用がきくなと思い

ました。 

あと、体育館で研究発表を聞きまして、文部科学省初等中等教育局視学官の方の講演。

視学官というのは視聴覚の視に学ぶで官。初めて聞くんですが、何か由緒ある官職だとい

うことで。最近、文科省も企画調整官とか、主に高等教育なんですけれども、いろいろな

役職が出て、だれが偉いんだかよくわからないというのがあって、結構困っているんです

けれども、幅広く初等中等教育を見るという方で、福沢諭吉先生の言葉を引用したりして

非常に勉強になる内容で大変参考になる講演でございました。 

私からは以上でございます。 

大島委員長 

では、教育長職務代理、お願いいたします。 
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教育長職務代理 

10月17日土曜日でしたが、教育長の代理として体育指導委員第４ブロックの研修会に出

席をしました。第４ブロックは中野・杉並・練馬・板橋・豊島の５区の体育指導員さん

100名程度の参加で、午後いっぱいかけて研修が行われました。研修は２部制ということ

で、１部が中野区の体育指導員さんが取り組んでいらっしゃいます健康スポーツ教室につ

いての紹介、これはＤＶＤとパワーポイントを使って紹介です。 

それから、その後半の研修は、日本フラッグフットボール協会の事務局長がフラッグフ

ットボールについての説明と、それからその後は当日出席していた各区の体育指導員さん

が壇上に上がってZERO西館の上の舞台の上でフラッグフットボールの実演をされておりま

した。中野区は、たまたま体力向上プログラムの中でフラッグフットボールを取り入れて

やっていますので、地域の方々にこうした取り組みを紹介していただいたので、よい機会

だったなというふうに思いました。その中に中野区の学校での取り組みも紹介をしていた

だいています。 

終わりましてから、飛鳥馬委員がおっしゃいました、もみじ茶屋で懇親会も参加してま

いりまして、そういう会合でも使っていただけると本当にいいなということでもうちょっ

とＰＲをしていきたいと思いました。 

それから、この間ずっと議会の報告をさせていただいておりましたが、22日、昨日です

が、定例会最終日で議案の議決がありました。 

補正予算の追加の最終日に補正の提案をさせていただいて可決をしたんですが、中身に

ついては、新型インフルエンザの予防接種のワクチンに助成をするということで予算措置

をするものでした。国の方針で、低所得の方には公費で負担をするということになってお

りましたが、国と都と区の負担分がございまして、区の負担分についての助成と、それか

ら中野区独自では妊婦さんとそれから１歳から小学校６年生までのお子さんのうち、住民

税非課税世帯と、それから生活保護世帯を除く、これは全額負担になりますので、それ以

外の家庭に2,000円の助成をするということで、インフルエンザについては２回接種で

6,150円の負担になりますので、その分の2,000円分を中野区独自で負担をするという内容

で可決をされております。詳細については、今後また保健福祉部のほうから区民の方々に

ＰＲがあるというふうに思っています。 

それから、本日ですが、午後１時半から先生方、九中に行かれたときに、これも教育長

の代理で第59回「社会を明るくする運動」の報告会に出席をしました。社会を明るくする
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運動というのは、犯罪を未然防止するということで、犯罪のない明るい社会を築くという

ことで、区全体で、区長が推進委員長となって取り組んでいるもので、保護司さん中心な

んですが、ＰＴＡ、地区委員会、それから町会の方々大勢参加をして、毎年夏に取り組ん

でいるものの報告で、これに各地域で学校の校長たちが講演をしたり、それから子どもた

ちがさまざまな形で参加をするというもので、かなり中野区の子どもたち、学校がこれに

参加をしているという状況がわかりました。 

ただ、「社会を明るくする運動」については、戦後すぐに始まったもので、当時の世相

からこういう名称がついているんですけれども、今のような時代にこの名称がなかなか合

わず、区民の方々にも、区民というか全国的にやっているもので、理解をしにくいという

ことで、現在、この名称について国民全体から募集をして、来年度以降は名称を変える選

定をしているということの報告がございました。 

私からは以上です。 

大島委員長 

では、山田委員が今、到着されましたのでよろしければ。今、報告をしているところで

ございますので。 

山田委員 

すみません。定刻から20分ほどおくれまして申しわけございません。私のほうから報告

をさせていただきます。 

10月16日、先ほど次長のほうからお話がありましたように、新型インフルエンザワクチ

ンについての説明会が医師会において開催をされました。実は東京都は、医療機関におい

ては15日までの間に東京都を通じて国のほうに、予防接種について自分のところが医療機

関として接種するのかしないのか、それから、従業員について何本の本数が要るのか、妊

婦さんは何人ぐらいいますかとか、あとは今後一般の方たちに接種するのであれば週単位

何人ぐらい接種の予定ですかというヒアリングがありました。 

それを上げた後の16日でございますけれども、実は新型インフルエンザワクチンのこと

につきましては、東京は甚だおくれておりまして、他府県ではもう医療従事者用の接種が

始まっているんですけれども、きのうファクスが入りまして、東京都においては医療従事

者用のワクチンの発送は来週の月曜日から火曜日ということで、ただ、医療機関におきま

しては、10本申し込んだところは５本ですとか、なかなか本数が制約されているみたいで、

医療現場としては、どの方にどのような優先順位をつけて接種するのか、今、悩ましいと
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ころであります。 

そんなことで、次の、例えば妊婦さん用のワクチンがいつ入ってくるのかとか、その後

のものについてはどのようになるのか、まだ皆目見当がついていない状況ですので、ただ、

医療現場は非常に混乱をしておりまして、毎日のように十何人の方々から新型インフルエ

ンザのワクチンがどうなっていますかというお問い合わせがひっきりなしでございます。

ただ、薬液が入っていない状況で軽々に予約をとることもできませんし、私は優先順位に

なりますかということがお話があったりして、多尐混乱が起きておりますけれども、国の

ほうでも例えば13歳以上については１回でもいいんじゃないかとか、いや、まだそれは先

送りしようということで多尐足並みは乱れておりますけれども、余り焦らなければ、恐ら

く多くの方々に１回の接種は可能なようになるんではないかなというふうな楽観的なこと

を考えておりますので、余り焦らずに、11月に入りましたらかかりつけの先生にお問い合

わせいただければと思っています。 

きょうもそんなわけで、外来が非常に込んでしまいましたのと、後でお話ししますけれ

ども、ちょっと救急対応があったものですから、その点でおくれてしまいました。 

それから、やはりインフルエンザ関係ですけれども、20日の日は初診小児科臨床カンフ

ァレンスということで、ほとんどこれも新型インフルエンザの事例報告でありまして、今

回の新型のインフルエンザは非常に子どもたちに罹患率が多い。それから、やはり新聞報

道でありますように、合併症を有する人たちが脳症で亡くなったり肺炎で亡くなっている

ということの、まさしく小児科の先生方の事例報告がございまして、多くは、恐ろしい話

なんですが、発症後12時間ぐらいで急変しているんですね。医療機関の中で、先生、熱が

出たので来ました、じゃ、ちょっと別室で待っていてくださいと言って、先生が５分後に

行ったら意識がなかったとかですね。 

まさしく、きょう私はその場面でございまして、３時40分ごろにうちに来た方が、区内

の小学校１年生でございますけれども、急だったのでおばあちゃまに連れられて、小学校

からお熱があるので帰ってきました。かなり込んでいましたので、じゃ、すみません、別

室のほうで様子を見たいと思いますのでということでスタッフが別室に案内をしましたと

ころ、５分後におばあちゃまがすごい声で「先生」という一声だったので、慌てて行きま

したら、完全にけいれん発作でございます。それが、けいれんが２分ぐらい続いたと思い

ますけれども、チアノーゼが来まして、眼球が上転していますし、意識レベルはいわゆる

コーマ状態でございますので、酸素投与をしたり、緊急薬品を使いまして、５分後に蘇生
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をしまして、酸素濃度が100％に回復したので一安心だったのですけれども、その子はぜ

んそくの既往もあるものですから、今度は二次救急の病院を探さなければいけないという

ことで、それにやはり20分ほど手間取りまして、どこの病院もなかなか今忙しいのでとい

うことで、やっと受けていただく病院が見つかったので、救急車を手配しまして、それに

やはり１時間ほどかかってしまったので、その関係で、それまで待っていた方たちが十何

名いらっしゃったので、その方たちにその後追われたので遅くなってしまいました。 

ということで、今度の新型インフルエンザの特徴は、やはり肺に非常にウイルスが行き

やすいんですね。肺に行きますと、恐らくウイルス性肺炎を急速に起こすのだろうと思い

ます。そうしますと、そのために低酸素脳症を起こしてけいれん発作等の脳症を起こす可

能性が高いという報告が出ておりますので、やはりちょっと心配な経過が来ているのかな

と思っております。そういった報告会がありました。 

なお、私のほうできょう拝見しました方は、病院のほうに今収容されていまして、今の

ところ意識レベルは落ちついているとの報告を受けておりますが、診断面については、う

ちではインフルエンザの簡易検査では出ませんでしたが、経過とすればインフルエンザも

疑わなければいけないかなと思っておる次第であります。 

それから、21日は中野区の小児科の医会があったのですけれども、そこでは、いわゆる

清瀬の小児病院というのがあるんですけれども、そこでいわゆる小児がん、血液のがんの

方たちがなかなか地域に帰るところがないので、小児の在宅医療をこれから推進していき

たい。といいますのは、病院にすべて抱え込むわけにいかないので、例えば抗がん剤治療

はうちで通院でやりますけれども、その後のフォローは近くの先生でお願いしますとか、

あと本当のターミナルですね、白血病とかいうターミナルの方たちが、おうちで死を迎え

たいときに、できれば先生方、尐しはサポートできませんかというようなことのディスカ

ッションをしてまいりましたが、非常に難しいですよね。 

小児ですから、自分がなかなか判断できないような状況ですので、これからやはり私た

ちとしては小児も成人も在宅でのいろいろなケアができなくてはいけないんだと思います

けれども、なかなか医療資源的も小児が診られるドクターも尐ないですし、また、かなり

特殊な治療法などもありますので、中野区には、でも小児の病床はないので、後方病院を

どこかに確保しながらそういった方々の受け入れをしなければいけないのかなということ

で、そういった現場は非常に大変だなと思います。 

今度、清瀬病院も大きくなりまして、多摩医療センターに変わるんですかね。かなり増
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床されるんですけれども、小児科のスタッフは非常に尐なくて、来られた方も女医さんで

ございましたけれども、４名のスタッフで30名くらいの病床と外来をやっているんで、も

う本当に休みがないんですよなんていうお話だったので、我々としても、そういった面で

のサポートをしていかなければいけないのかなというふうに思っております。 

あと、本日昼は、授業参観だけでございましたけれども、九中のほうの研究発表に出さ

せていただきました。私は主に、理科の３年生のクラス、尐人数で理科の実験と講義をや

っていましたので、そこだけを見てまいりましたけれども、やはり理科の実験なんかを見

ておりますと、尐人数でやって20名ほどでやっておりましたけれども、実験を20名という

枠で先生１人でやるのはなかなか大変でございますね。 

というのは、例えばガスバーナー一つもうまく調整ができないんですね。ということに

なると、小学校から尐しずつ使っているんだろうと思うんですけれども、みんながみんな

ガスバーナーがきちんと調整できるかというと、多分、実験はメーンの子が１人でやって

いてとかいうことが考えられますので、これから指導要領が変わって、特に理科の実験は

多くなるわけですから、これについてはどのようにしていくのかなというところが大変な

ご苦労だろうなと思いながらも、何かマンパワーとか、あとやり方ですね。もう尐し最初

の段階から器具の扱い方を丁寧に教えていかないと、なかなか厳しいんじゃないかなと思

って拝見していました。子どもたちは楽しそうにやっておりましたけれども、やっぱり危

険も隣り合わせなので、例えばゴーグルの装備とか、いろいろなことも必要になってくる

んじゃないかなと思うので、非常にいい勉強をさせていただいたなと思います。 

長くなりました。私からは以上でございます。 

大島委員長 

 では、今の各委員の報告につきまして、ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 どうぞ、飛鳥馬委員。 

飛鳥馬委員 

 あとの話のほうがいいのかどうかわからないですが、今のインフルエンザの山田委員の

きょう緊急に対応された件との関連ですが、軽井沢で多田小のお子さんが発症して、保護

者が迎えに行ったというふうに聞いたわけですけれども、病状によってはそんなことして

いられないわけですよね。そういう判断、熱が出て、地域のお医者さんに診てもらって、

宿舎にまた戻ってきたのかどうか、戻ってきて親が宿舎に迎えに来たのか、病院にいる間
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にお医者さんに迎えに来たのか、その辺のところは非常に微妙なんだろうと思うんですよ。

かえって迎えに来てしまって、学園の中でもう一回発作を起こしたりされると大変なこと

になるので、非常にその辺、判断が難しいことだと思うのですが、どうしたらいいんでし

ょうかね。 

大島委員長 

 どうぞ、学校教育担当。 

副参事（学校教育担当） 

 私のほうから、状況というのでしょうか、多田小学校はきょうが３日目ですので、おと

とい、先生方のご報告があったとおり、２日目から熱が出ている子が出まして、結局、５

名ばかり熱が出ています。 

地元の病院に行って手当てを受けて、それで基本的には集団で行動しておりますので、

インフルエンザにかかった子とそれ以外のお子さんを分離するということですね。 

軽井沢には医務室という施設があるんですが、それはベッド２床くらいですので別な部

屋を確保してということで、病院に行って、そこで診察を受けて、医師の指示のもとにい

ろいろな気をつけなければならないことを伺って、宿舎で隔離というか別にしています。 

基本的には保護者の方に迎えに来ていただくということで、できれば車がいいんですが、

車でできない場合は新幹線で迎えに来ていただいて、現実に迎えに来ていただいています。 

ただ、多田小の場合に１名迎えに行くことがどうしても行けないというご家庭があった

ので、それは教員が付き添って電車で、もちろんマスクをしながら送り届けています。 

その他の生徒につきましては、感染しているおそれもありますので、無理をしない行程

に尐し変更して、きょう無事にというのでしょうか、戻ってきたというところ、実質経過

としてはそういうところでございます。 

大島委員長 

 出発前にもう異変があれば、もちろんその子は行かないようにということであれですけ

れども、行った先で急変なんていうことになったら本当にあれですけれども、なかなかす

べてに万全にというのは難しいところですが。 

 どうぞ。 

山田委員 

私も移動教室前の健診なんかを通じて、学校側は今回の特に新型インフルエンザの今の

流行を踏まえて、ご父兄の方たち、保護者の方たちには、万が一にも発熱したり何かした



－15－ 

場合にはご連絡をとらせていただきたいので、必ずご連絡先を教えてくださいということ

を徹底しております。それから、もし万が一にも発熱とかその他の病状が悪くなった場合

には、ご連絡いたしますので、申しわけないですが、そこまでお迎えにお願いできません

かというリーフレットを配っているように聞いておりますし、実際見ております。 

ただ、なかなか現場では非常に判断は、同行していますのは看護師さんのレベルですか

ら、看護師さんのほうで発熱があった場合にはとりあえず隔離はすると思いますけれど、

どのタイミングで医療機関につなげるかはその場の看護師さんの判断になると思うんです

ね。もちろん、一緒にいらしている校長先生の判断も仰ぐかと思いますけれども。 

本当に困った場合にはもしかしたら学校医に連絡が来る場合もあります。例えば夜、夜

中とか、僕も何回か電話を受けたことがあります。ぜんそくの発作が起きてしまっている

んだけれどということですね。そういうこともありますけれども、現場ではその対応で、

とりあえず医療機関につながればつなげていくと。 

そのときに、医療機関のほうで今ですと簡易検査もすることもありますし、病状的には

かなり進行しているのであれば、一たん隔離をして、しかるべき処置をしてくださいとい

うのが指示があると思うんですね。それに基づいて、今、学校教育担当がおっしゃったよ

うな形で動いているんですけれども、実際には集団の中でお１人、２人でしたらいいんで

すけれど、何名かになりますとこれはかなり大変でございますよね。次の日程もどのよう

にするかということが出てきますので、その辺はその現場の判断をしなければいけない。 

随分前に、５月ぐらいに障害児の方たちが軽井沢に行ったときも同じことだったんです

よね。あのころはまだ都が、その集団の中で38度以上の熱が出てインフルエンザ様の疾患

が２人以上出たら中止しろというような勧告が出ていたんですね。それに基づいて、そこ

には、障害児の方たちだったので、ドクターも１人ついていましたけれども、ドクターも

かなり悩まれて、私の携帯につながりましたので、保健所の先生とも相談をとりながら、

翌日の行動なんかも決めさせていただいたんですけれど、そんなことをやっております。 

ですから、今の状態では、保護者の協力を得ないとなかなか厳しいのかなということに

はなりますね。 

飛鳥馬委員 

難しいことだと思うのですけれども、そういう万が一熱を出してしまって心配で病院に、

お医者さんに行かれた場合には、とりあえず１日でも入院させてもらうとか、それができ

るかどうかですよね。宿舎に連れてきて、そこへ迎えに来てもらうという方法がいいのか
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どうか。今まではそうだったんです、私なんかも。修学旅行でやっぱりそばアレルギーに

なった子がいるんですが、行った日の１日目でしたから、もうすぐその場で入院させまし

た。２日目、何もできない。３日目、新幹線に乗って一緒に帰ってきました。その間、結

局、だれかついていないわけにいかないので、入院してお医者さんいるんですけれども、

病院ですけれども、養護の先生か看護婦さんかどっちかがつける。あと、残った生徒を見

ないといけませんので、だから２人いないとそういう場合には無理なんです。修学旅行で

したから１人看護師さんがついていったので、そういう対応をしましたけれど、その子は

入院させました。 

新聞報道に、タミフルを飲んでもだめだとか、何かそう言われてしまうと、どうしたほ

うがいいのかね。なるべく入院させたくないと思うんですが、思うんですけれども、連れ

てきてから熱が出たりすると、検査するといったって、ともかく簡易検査ぐらいでしょう、

最初はね。ちょっと私もわからないで言っているんですけれども。 

山田委員 

おっしゃられたように、現場のかかった医療機関のドクターがこれは入院が必要ですと

おっしゃればそのとおりになりますけれど、今そうすぐに入院ということにはなかなかな

らないと。ましてや、これからこういった新型がふえてきた場合には、重症者を受け入れ

たいということはあるので、言い方は悪いですけれども、比較的様子が見られる方は、ご

自宅で、もしくは寮で様子を見てくださいという話にならざるを得ないのかなと思ってい

ます。 

大島委員長 

ちょっとなかなかここで答えが出るあれでもないんですけれども、また、教育委員会と

してもきめ細かく様子を見ていきたい、いかなきゃいけないということでいいでしょうか。 

飛鳥馬委員 

これは思いつきですけれども、なかなか宿泊を伴う行事、変更、修学旅行をやめてまた

行ったりしましたけれども、大変ですよね。小学校はそういうことができるかわからない

けれども、ともかく、校長先生なり保護者にはなるべく、無理して行かないということか

もしれないですね。心配だったらやめると、思い切って。それが教育委員会としての判断

かなと、私個人的にはそう思うんですけれども。やっぱり心配なのに連れていって、発症

してしまったら終わりですから、残念だけれども、そのくらいのことまで考えないといけ

ないのかなというような気がするんですけれども。 
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大島委員長 

どうぞ、教育長職務代理。 

教育長職務代理 

前回も飛鳥馬委員、山田委員から、今後の連合の行事のあり方についても教育委員会と

して一定の考え方を持っていたほうがいいのではないかというようなご意見がありまして、

後ほど寺嶋副参事のほうからご報告させていただきますけれども、特別支援学級の連合の

運動会については、中止ということの判断をさせていただきましたし、今後も一定の基準

というのはなかなか持ちにくいと思うんですけれども、臨機応変に、山田委員にも随分ご

相談させていただいたので、保健所や校医さん、または先生方にもご相談しながら、一つ

一つちょっと慎重に判断をさせていただきたいと思います。 

大島委員長 

では、ほかによろしいでしょうか。 

では、次に事務局報告に移ります。 

＜事務局報告事項＞ 

大島委員長 

では、続きまして、事務局からの報告をお願いいたしますが、１番目の事務局報告事項

の「「中野区基本構想の改定の視点」及び「新しい中野をつくる10か年計画（第２次）」

素案に関する意見交換会の結果について」と２番目の事務局報告事項の「中野区基本構想

の改定の考え方について」につきましては、関連する内容ですので、引き続いて報告を受

け、教育委員からの質問、ご発言につきましても、後ほど一括してお受けしたいと思いま

す。 

それでは、「「中野区基本構想の改定の視点」及び「新しい中野をつくる10か年計画

（第２次）」素案に関する意見交換会の結果について」と「中野区基本構想の改定の考え

方について」の報告をお願いいたします。 

参事（教育経営担当） 

それでは、「中野区基本構想の改定の視点」及び「新しい中野をつくる10か年計画（第

２次）」素案に関する意見交換会の結果についてご報告を申し上げます。 

この件につきましては、以前、中身につきましてはご報告をさせていただきました。そ

の中身について、区民に対する意見交換会を実施してございます。 

資料の１枚目をごらんいただきたいと思いますが、計６回、それぞれの地域センターと
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区役所で実施をしてございます。計６回で129人のご出席をいただきました。意見の中身

については後ほどご説明をしたいと思います。 

なお、意見募集期間ですけれども、平成21年９月18日までお受けをしましたが、件数で

68件のご意見を電話、メール等でいただきました。 

また、それぞれの所管が関連団体との意見交換の実施をしてございます。全体で29回、

延べ432人のご出席をいただきました。 

なお、教育委員会関係でございますけれども、小学校、中学校のＰＴＡ連合会など７回

実施をしてございまして、101人の方のご出席をいただきました。 

それでは、中身についてご報告を申し上げます。 

中野区基本構想の改定の視点に関するものについては、特に教育委員会関連はございま

せんでした。 

10か年計画に関するものでございますけれども、関連する部分につきましては、(2)の

「領域Ⅱ 自立してともに成長する人づくり」の部分でございます。これの７ページをご

らんいただきたいと思います。７ページの段落でいきますと下から２番目、45という番号

が振ってございます。45でございますけれども、基礎学力の定着というようなことで書い

てあるけれども、なかなか全国的に秋田県とか福井県はかなり学力を伸ばしているという

状況があると。その背景には、一つのクラスに先生が二、三人体制で指導を行っていると

ころもあり、区もそのような体制にしてもらえないかというようなご発言がございました。

これにつきましては、現在も尐人数指導ですとか、チームティーチングあるいは学力向上

アシスタントの配置などを行ってきておりまして、さらにそれらを充実していくとともに、

上級学校への滑らかな接続のために、小中学校の連携教育についても推進をしていきたい

ということでお答えをしてございます。 

続きまして、46番目になります。学校の再編計画についてのご発言でございました。こ

の項の10か年計画を読むと、再編計画については見直すと言ったけれども、もとのまま進

めるというふうに読めると。再編計画の実施をした段階で、白桜小学校については通常12

クラス以下の学校を統合対象というふうにしていたけれども、10クラスしかないと。こう

いった現象を見ると、統合については失敗したのではないか。今後どうしていくのかとい

うようなご発言がございました。これにつきましては、学校再編の意義をご説明し、今後

とも統合のメリットを生かした魅力のある学校づくりの取り組みを進めていきたいという

ふうにお答えをしてございます。 
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続いて８ページでございます。47番の項でございますけれども、職場体験学習の充実と

いうことで、中学生の保育体験の全校実施を掲げてございますが、これはどのような形で

やっていくのかということでございます。これにつきましては、保育園だけでは受け入れ

に限りがあるということで、幼稚園ですとか地域に協力を呼びかけ、地域の活動の場など、

乳幼児が集まるようなところでも実施をしていきたいというふうにお答えを申し上げてお

ります。 

続いて、図書館に関する部分でございます。どこでも図書館というのはどういうものか

ということですが、どこでも図書館は、区施設などで貸し切りができる仕組みや宅配便な

どの活用などを考えており、多くの方が利用できるよう利便性を向上させていくためのも

のということでお答えを申し上げております。 

また、学校図書館についてでございますけれども、地域の乳幼児親子等に開放していく

とあるが、どういうことかということですが、小学校図書館では全校に指導員を配置し、

読み聞かせ、図書の紹介などを行っているということで、こうした資源を地域の乳幼児親

子にも開放して活用していただきたいというふうに考えてございます。 

 50番目でございます。小学校の開放型図書館ということで、予算の裏づけがなかなか見

えないで、地域へ開放してもそれにたえ得る蔵書とはなっていない。蔵書が限られている

のであれば、インターネットサービスの充実が必要だと思うというご意見がございました。

小学校の図書館については指導員を全校配置し、工夫をしているところでございます。小

さいときから読む・聞く・話すということが大切であるというふうに考えてございまして、

小学校の図書館を地域の保護者・乳幼児にも活用してもらいたいというお答えをしてござ

います。 

教育委員会関連に関しましては、主にこういったご質問等がございました。 

また、なお、13ページに参考資料として10年後の施設配置を掲げてございました。それ

に関しては、学校再編後の学校跡地の活用などについて幾つかご意見をいただいてござい

ます。 

10か年計画基本構想に関しては以上のご意見がございました。 

また、教育委員会関連で実施した意見交換会でございますけれども、一つは小学校ＰＴ

Ａ連合会あるいは中学校ＰＴＡ連合会でご意見をいただいてございます。別添２の資料の

１ページ以降にそれを記してございますけれども、例えば「これからの中野の教育検討会

議」との関連がわからないですとか、あるいは「実現へのステップ」というのはどういう
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ことなのかというような、そういったご質問、ご意見がございました。 

また、特別支援教育について、あるいは学校再編についてということで、主にご質問と

いうよりはご意見をいただいてございます。お読み取りをいただければというふうに思い

ます。 

また、地域スポーツクラブに関して、10か年計画と絡めてご説明会をさせていただきま

した。そのときに出たご意見でございますけれども、３ページの（５）に記してございま

す。幾つかのご意見をいただいてございます。 

 また、さらに（６）の図書館の新しいあり方につきましては、前回この図書館の新しい

あり方についてのご協議をいただいたときにお話をさせていただいた中身でございます。

指定管理者制度に関するご意見ですとか、さまざまご意見をいただいてございます。これ

については前回ご説明をさせていただいた中身でございます。教育委員会関連独自に行っ

た意見交換会等については以上でございます。 

それから、中野区基本構想の改定の考え方についてという資料をきょうお出ししてござ

います。基本構想の改定の考え方につきましては、前にご説明をしてございますが、その

中身と変わってございません。こういった中身できょう資料としてお出しをしています２

ページ以降に、こういった考え方で改定をしたいということで資料を添付してございます

けれども、それについて意見交換会を開催してございますが、特にこの中身について変更

をするというような、そういった部分はございませんでした。 

それから、こういった基本構想につきましては、今後の予定でございますけれども、こ

れを受けまして10月21日からパブリックコメント手続を開始いたしまして、12月第４回定

例会に基本構想の改定の議案を区議会に提出する予定でございます。 

きょうご説明をしました２件につきましては以上でございます。 

大島委員長 

それでは、ただいまの説明につきまして、ご質問、ご発言ございましたらお願いいたし

ます。 

どうぞ、飛鳥馬委員。 

飛鳥馬委員 

最初の10か年計画２次案のほうですが、７ページのナンバー45のところですね。最初に

ご説明いただきましたけれども、基礎学力の定着との関連ですが、学校でどのように指導

するかということで、たまたまこの秋田とか福井とか県名まで出てしまっていますが、質
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問者は２人、３人体制でやっているからと、そういう意味で言っているんだと思うのです

が、一方、右側の回答のほうで中野でやっているということを見ますと、尐人数をやって

いる、チームティーチングをやっている、それから学力向上アシスタントがいるというこ

とですよね。だから、文科省の方針なり都教委の方針なり、あるいは中野の考え方、いろ

いろ時間的な経緯があってこういうふうになっていると思うんですよ、この対応の仕方は。

ですから、ちょっと言葉は悪いのですが、その都度やっていますので、ゲリラ的というか

モグラたたき的というか、これをやらなきゃこれをやらなきゃでね。だから、そうすると

やっぱり区民の人はわかりにくい。秋田県は２人、３人制でやっていたほうがよっぽどわ

かりいいわけですね。中野区はこうやっていますと、なかなかわかりにくい。 

だから、ということで何が言いたいかというと、やっぱりこれをもうちょっと考えて、

何かうまいシステムはできないかということですね。こういうやり方でよろしいのかどう

かということですね。予算の出どころが違ったり、いろいろありますが。 

大島委員長 

前から、中野区は目玉じゃないですけれど、もう尐しＰＲ、中野区はこういう特徴でや

っていますという、売りになる、皆さんにＰＲできるようなということですか。 

飛鳥馬委員 

 それなりにやれば、尐人数もいいし、チームティーチングもいいし、学力アシスタント

もいいのですが、多分、学校の要望というか学校の条件によって、学年とかかかわりなく、

張りつけられるところは張りつけたりしていると思うんですよ、人数との関係もあって。

そういうものをもうちょっとぴっとして、いつも言っている、１、２年生だけは２人担任

にして、あとは合わすと、それくらいのことをやらないと、なかなかね。 

それで、それが私は大事だと思っているんですよ。１、２年生をしっかり指導していく

ことね。そこでやっていって、チームティーチングとか尐人数とかなるべく必要ないよう

にしていくというね。必要ないことはないんだけれども、でも基本はそのくらいにしない

と、今のやっぱり低学年というのは大変だと思うんですよ、これはね。中学年、高学年で

大変な子はいるんですけれども、いるんだけれども、より効果的というか、というのは一

体何かということで、いや、このほうがいいよという方もいるかもしれない、私がちょっ

と偏見独断みたいなこと言っています。でも、そういうことを必要かなと。 

今、政府がやっている事業仕分けみたいなものですよ。それを教育委員会でやると。事

業仕分けですね。スクラップアンドビルドです。 
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大島委員長 

なるほど。今のについてはどうです。指導室長、現時点でのお考えでいいんです。 

指導室長 

考えということよりも、現在の制度でいくと、例えば教員の加配というのは文部科学省

の方針でやっておりますけれども、それを東京以外のところはおっしゃるように低学年は

尐人数学級に充てることが可能だというふうにしています。国もそれを認めているわけで

すね。ただ、東京都がそれを不可としていて、あくまでも尐人数指導、チームティーチン

グに使うようにという制度でいくと現状しかないと。それを打開するとすれば、杉並区が

やっているように、30人程度学級ということで独自の教員採用をする。また、和光市がや

っているように、講師を独自に採用して徹底してつけるというようなことが考えられると

いうことでございます。 

大島委員長 

とりあえず、現状の説明はそういうことでということで。どうぞ、山田委員。 

山田委員 

恐らく、この設問に対してのこの答えがなかなかすぐに落とし込めないんだろうなとい

うところですね。現行の東京都の教育委員会の制度では、尐人数といいますか、40人学級

が維持されていて、推進されたのは尐人数指導やチームティーチングがあるので、それに

対して中野区は十分にそれを今やっているんだけれどもというところがないので、これで

はちょっと舌足らずになっているのかなというところだと思うんですね。 

それで、私たちとしては、今後は、例えば低学年についての本当の意味での尐人数学級

の設置も視野に入れてというような書き込みができるかどうかと。この辺、私たちが議論

しなければいけないところで、そのぐらいやっていかなければいけない時代がもう来てい

るのかなという気は、いろいろ学校なんか視察していて、そういうふうにひしひしと感じ

てはいますけれどね。そこまで書き込めるかどうかというところだと思いますけれどもね。

書き込めれば一番、具体的に打ち出すということにはなりますけれどね。 

ただ、全体を通じまして、今、事業仕分けというお話がありましたけれども、いわゆる

予算的なことの裏づけはまだこれ出ていないんですよね、実は。全体を通じてですよ。 

だから、その辺のところも今後、私たちはどのような予算配分がついてくるのか。かな

りいろいろなところでの、何回も言いますけれど、どれをめり張りをつけるといいますか、

どれを中野としてやっていくんだという大きな指針が出ないと、出たほうがいいんですけ
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れど、出なければ私たちとしてはほかの方法で何か考えていかなければならないというこ

とにはなります。 

飛鳥馬委員 

たまたまここに出ているチームティーチングとか学力向上とか、三つ出ているから三つ

言ったのですけれども、ほかのことも考え合わすと、お金のことなので、回せる部分があ

るかどうかということも含めてなんですよね。 

それからもう一点、これは10か年計画なので、もうちょっと夢を持ちたいなというのが

あるわけですよ。10か年なのに今と余り変わらないという、ちょっと言い過ぎてしまいま

したけれど、まあ難しいところです。 

山田委員 

もともと今の10か年計画が見直しをされるということで、ちょうど今５年経過したんで

したか。やっぱり10か年というのはわからないではないですけれど、やっぱり５年ぐらい

でこれだけ変わるのだから、僕はもう前々から、５年ぐらいのところでやるべきだろうな

と。そのほうが区民に対してもわかりやすいかなというふうな気がして、10年たつとどう

なのかなと。これだけ移り変わりの激しい世の中ですから、もう尐し直近の話題でどれを

やらなければいけないのかというところが、それはやはり民主党なんかのマニフェストに

書かれているということの違いが出ていて、今、国民に支持されている大きな理由じゃな

いかなと。これはやるんだぞというメッセージがしっかり出ているんですよね。そういう

ところはやっぱりできればアピールしたいなという、機会があればぜひやりたいなと思い

ますけれども。 

大島委員長 

そのほかにはありますでしょうか。 

山田委員 

職場体験のところの保育体験というのが出てくるんですけれど、これ、私は前々から言

っているんですけれど、やっぱり保育体験ってすごい大切だなと思うんですね。今の子ど

もたちにいわゆる自尊感情といいますか、自分がこの世に生まれてきた一つの位置づけを

する意味では、下の子どもたちを見る、特に保育ということで言葉がしゃべれない子ども

たちと接するというのは、非常に僕は大切な体験だと思うんですね、子どもたちの今の現

状、尐子化で兄弟も尐ないと。これはなかなか受け入れの保育園のほうも大変だというこ

ともあって、なかなか進んでこないんですけれども、１回だけやっただけではなかなかう



－24－ 

まくいかないんじゃないかなと思うんですね。だから、何回も言いますけれど、例えば中

学校３年生と小学校前の子どもたちと、小学校１年でもいいですけれど、何か文通でもい

いですし、何かの交流を１年間させるとか、そういった形で、何か保育に行かなければい

けないとか、そういうのではなくて、もうちょっととらえ方がいろいろあるのかなという

気がしないではないですね。 

あと、子ども家庭部なんかでいろいろ保育をやっているようなサービスがありますよね。

そういうところに子どもたちを一緒に参加させるとか、ちょっと工夫しないと、保育園あ

りきという形でのお答えではちょっと済まないんじゃないかなというふうに気がしていま

すね。これ、僕、大切だと思っているんですね、今の子どもたちの育ち方を見ていると。 

教育長職務代理 

今、山田委員がおっしゃったとおりだと思っていまして、保育園だけではなかなか難し

いので幼稚園、特に中野の場合私立が非常に多いので、私立幼稚園の皆さんにもご協力も

いただかなきゃいけないと思っていますし、それからこの質問の方は、たまたま答えたの

は私なんですけれども、たまたま地域で、山田委員がおっしゃっていたように乳幼児親子

事業といって、親子で集まる場をボランティアでやってくださっている人だったんですけ

れども、そういうところにも中学生や学校のお子さんが来てほしいというようなことでお

っしゃっていらしたので、今後、またいろいろな場所にこういう場がふえてくると思いま

すので、そういう機会なども活用する必要もあるだろうなというふうに思っています。 

大島委員長 

どうぞ。 

飛鳥馬委員 

大事なことはわかるのですけれども、職場体験学習そのものは職場体験の先が尐なくて、

なかなか子ども、多いので受け入れ切れないというのがありますよね。これも同じだと思

うのですけれど、これ、今、男女共修ですから男の子ももちろん参加ですよね。女の子だ

けじゃありませんので、それだけの人数をやっぱり対応できるかということですね。 

私は、職場体験で男の子が保育園に行ったのもあるんです、やったんですよ。保健所に

もお願いして、昔の旧保健所。乳幼児健診というのがあるんですよ。そこへ行って子守り

ですね、お母さんちょっと面倒を見させてねということでやった。そういうところにも行

かせたことがあるんですけれども、そういうことができるのですけれども、ただ、男子も

含めて、何せ人数が多いので、全員させるというのはなかなか難しいなという気がしない
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でもないんですが。ただ、男の子は特にこういう小さい子と遊ぶのが、子どもも好きだし

中学生も好きなんですよね、小さい子とね、四つ五つのね。お兄ちゃんが来ると喜ぶんで

すね。そういうのをうまく何か利用してということなんだけれども、幼稚園の数は中学校

の数と比べてどのくらい。 

教育長職務代理 

私立幼稚園20園と、それから今、区立幼稚園４園ですので、多いですよね。 

飛鳥馬委員 

計算的には尐し何か受け入れられるのかな。いや、全部やってくれればね。 

大島委員長 

数的には単純に言えば足りるということになりますか。 

山田委員 

以前にお話ししたことがある、飛鳥馬委員はご存じだと思うんですけれども、ある高校

がすごく荒れてしまっていて、そこの体育科の教員が保育の体験を授業に取り入れたんで

すね。保育園の例えば３歳児と１年間ペアを組むわけですよ。何回かその保育園に行くん

ですね。最初は子どもが泣いても何をしていいかわからないんですよ。その次のときに行

くまでの間に、彼らは、今その子が何で遊んでいるのか、それを一生懸命学ぶんですね。

常々それをやるんですよね。それを１年間交流してくる。最初は何をやっていいかわから

ない、茫然としているわけですよ。ところが、それをやったことで、荒れた高校が非常に

就職率がよくなったんですね。一方で、２年になると今度は老人の福祉施設に行くんです

ね。これもペアリングで行くんですね。でも、時々はペアになったお年寄りが亡くなって

しまうケースもあるんですけれども、もう最後は高校生を拝んで別れるというシーンが出

てくるんですね。そういったことを体験した高校生は、やっぱりよく言う生きる力という

のですか、世の中のために何とかしようということで、その高校があるときから就職率が

県下ナンバーワンになった。残念ながらその高校は統廃合でなくなってしまったんですけ

れども、そういったことが現実にやったところがあって、私、鳥取まで見に行ったんです

けれど、すごいんですね。もう最後、子どもたちと一緒になって運動会もするんですよ、

保育園児と。これは夢かもしれませんけれど、そういったことが今の子どもたちにできれ

ばなと常々思っていて、やっぱりこういったことはすごく大切な、大きな意味での教育か

なと思っています。 

大島委員長 
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どうぞ、高木委員。 

髙木委員 

ちょっと私はこの件に関しては皆さんと意見が違うんですが、保育体験、大変大切だと

思うんですが、例えば幼稚園ならまだしも、地域の乳幼児が集まる場所で体験をやっても、

これは職場体験じゃないですよね。だから、もしキャリア教育とか職業教育という観点で

やるんであれば、これは全然だめ。そうじゃなくて、命をはぐくむということでやるんで

あればいいんですけれども、目的と手段が一致していないですよね。 

きょう行った九中さんの資料を見ても、職場体験、何とかストア、何とかフライドチキ

ン、何とかイレブン、まあファストフードとかパートタイムジョブのところです。そこが

だめだとは言わないんですけれども、将来のキャリアを考えてやるときに、高校生や大学

生でアルバイトをするようなところばかりで、それがキャリア教育なんですか。実際問題

難しいのはわかりますけれども、それと同じで、職場体験でやっちゃだめだと思うんです

よね。 

だから、方法と手段が違うと思うので、もしこういった形で、まだ保育園ということで

やるんであれば、そこで保育士さんの仕事の職業の理解ということで一つの意味があると

思うんですけれども、そうじゃないんであれば、これは項目を変えて、命をはぐくむ教育

とか、そういう視点でやる。その場合、別途キャリア教育は新しい学習指導でやることに

なっていますから、別途やるわけですよね。それもできるのかという質問なんですけれど

も。 

大島委員長 

私も、いや、これ47のところ、職場体験学習となっていて、括弧して保育体験とかと書

いてあるんですけれど、我々の議論とこことは本当にかみ合っていないと思うんですね。 

この書き方がおかしいというか、質問者の方がどういう意図でという、ここのやりとり

がどういう意図だったのかということはちょっと別にして、我々教育委員が今言っていた

のは、職業訓練としての保育ということではないと思うんですよね、皆さんが今言ってい

たのは。 

高木委員 

もともととのこの区の出している資料の中に、ステップという表があって、その中に職

場体験の充実確保、中学生の保育体験の全校実施というのがあるわけです。それに対して

質問したので、私もこの質問に対する回答は想定外、全然これは職業教育じゃない。だか
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ら、いい質問をしてくれたなと思って、質問した方には感謝している。これがだめという

のじゃなくて、キャリア教育でやるのかどうかというのはちゃんと考えなければいけない

なということです。 

大島委員長 

すみません、私もステップというこれの勉強不足で、大変ちょっと引用があれで申しわ

けなかったんですが、ただ、我々の問題意識からすると、このステップという書き方自体

がちょっとおかしいと。職場体験というのは別に保育体験に限らないわけですし、それは

それで、我々の間でもいろいろ議論しまして、職場体験というのはどうあるべきか、キャ

リア教育はどうあるべきかというのが、この前の高木先生のご意見も、我々も認識してい

ますし、そういう議論はあって、それから今ほかの委員の方が言われたのは、保育という

小さい子どもと触れ合うとか、逆に高齢者の方と触れ合うというのが人間として大変いい

経験なんではないかという議論があって、どうもステップというところのこれにかかわる

議論とかみ合っていないということで、ということを高木委員が今指摘していただいたの

だと認識しています。 

どうぞ、指導室長。 

指導室長 

今ご議論のように、実はここに三つ話が入っているのかなと思うんですね。 

一つは、高木委員がおっしゃるようなキャリア教育としての職場体験というのが一つ。 

それから、技術家庭科の中の家庭科分野の保育というその教科の内容としての部分。 

それからもう一つは、それ以外の総合的な学習等で、人との触れ合いとかということで

保育体験をするという場面もあります。 

実は、このことはそれぞれ意味が違うわけなんですけれども、何らかの形ですべてのお

子さんが保育体験をするとなると、例えば家庭科の内容として全員がやるとなるとかなり

厳しい状況が生まれるということで、例えば２年生のときの職場体験で保育園に行くとか、

それができなければ３年生になったときの家庭科の内容としての保育体験をするとか、何

かちょっといろいろな形で、何らかの形でやりたいという意味があって盛り込んでいるの

で、なかなか十分に整理ができていないというところなんだと思います。 

大島委員長 

なるほど。わかりました。ここのステップというところにそういう文言があるというそ

の背景について、今の解説でそれはわかりました。 
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保育体験ということについては、また各委員の方のいろいろな思いも、私自身も命のと

うとさというのですか、人の生き死にの深いところにかかわるような体験になると思うの

で、小さい子どもと触れ合う、あるいは高齢者の方と触れ合う、これはとても今の子ども

たちにある意味欠けているところだと思いますし、何かそういう体験をさせたいという思

いはあるんですが、それをどういう形でまたできるのかということは、ちょっとまた別途

考えたいと思います。 

今ここで議論しているとまた時間をとりますということもありまして、これについては

きょうはその程度でよろしいでしょうかね。また何らかの形で考えたいと思いますが。 

そのほかの点についてはいかがでしょうか。 

はい、どうぞ、高木委員。 

高木委員 

その下の小学校図書館の地域開放のところなんですが、教育委員会でも尐し質問をした

ところなんですが、やはり一般の方もここのところはちょっとわかりにくいのかなという

気がします。 

振り返って考えてみると、例えばこの小学校の開放ですね。例えば運営はだれがやるの

かなと。小学校本体でやるのか、教育委員会がやるのか、あるいは運営自体を別に組織す

るのかとか。あと、そもそも学校図書館というのは学校図書館法で運営されていますので、

蔵書もそういう小学生、小学校の場合は蔵書は小学生を対象にやっていますので、別に予

算をつくるといっても、この厳しい中、余りつかないと思いますよ。そこで、ちゃんと乳

幼児向けの本というのを確保できるのかなとか。 

あと、そもそも乳幼児親子のニーズってあるのかななんていうのも考えたんですね。家

へ帰って妻と話をしていて、まず、乳児はないだろうと。うちの子のことを考えても、読

み聞かせしなかったわけじゃないんですけれど、やっぱり離乳ぐらいからですよね。家で

やるにしても、わざわざ、乳児だと、例えば午前中のいい時間とかそういう時間じゃない

と外出させませんから、外気浴は。そうすると、乳児は余りニーズがないのかなと。 

また、乳児を連れていくということになると、例えば授乳室、お母さんがおっぱいをや

るところの設備がない、あるいはミルク、お湯とか用意できるのとか、おむつがえはとか、

いろいろ問題が出てくるので、じゃ、幼児はどうなのかなというと、確かに幼稚園へ行く

前ならあるんですけれども、幼稚園へ行き始めると、帰ってきたらお昼寝しますから、終

わるともう放課後でお兄ちゃん、お姉ちゃんがいれば帰ってくるんですよね。例えば、じ
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ゃ放課後の３時、４時から、普通の幼稚園へ行っているような子どもが小学校へ行くかと

いうと、行かないんじゃないかという。 

この小学校の開放というのは、本当に区民の需要を見てやっているのかという素朴な疑

問があるんです。確かに、ほかの自治体では、例えば札幌市ですとか練馬区とか、いろい

ろなところで学校図書館の開放事業ってやっているんですが、まず学校の図書館があるか

らそこを開放しようということじゃなくて、乳幼児、まあ幼児ですかね、に例えば読み聞

かせをやりたいとか、尐子化でノウハウがないですから、そういったところの勉強会とか、

じゃ、学校を拠点にしてという逆の発想ですよね。 

ここを読む限りでは、あるんだから乳幼児に開放しましょうということしか見えないの

で、開放自体には反対しませんが、今の区民の方からや関係団体の方から素朴な質問に対

してやっぱり答え切れていないという部分はしっかり認識して、これはもう30年札幌市は

やっているそうなので、そこら辺を参考にして、中野区としてこういうふうにやっていき

ますよというのをもうちょっと出していかないと、やったけどだれも使わないとかなりか

ねないので、そこはちょっと検討していただきたいと思うんですが。 

戻りますけれども、そもそも論で言うと、運営というのはこれは小学校にやらせるイメ

ージなんでしょうか。それとも教育委員会が直接やる、あるいは組織を何か地域を主体に

して運営させようという、そこだけちょっとお聞きしたいんですが。 

大島委員長 

 はい、どうぞ、中央図書館長。 

中央図書館長（統括） 

 教育委員会の行った意見交換会の実施状況の別添２のほうにちょっと詳しく出ています

ので、そちらの４ページの７番をちょっとごらんいただきたいと思います。 

今、委員のほうから具体的に、将来展望、いろいろなまたこれから見ていかなきゃいけ

ない部分があるんですが、基本となる運営の部分なんですが、この７番のところに、整備

については再編とかキッズプラザの整備に合わせてやっていくよということと、学校図書

館ですから、当然、学校の利用が主となって、それとバッティングしないような形での利

用になるでしょうということ、最後の段落のところに、運営に当たっては、現在学校図書

館に置いている学校図書館指導員とは別に図書館から職員を派遣することを考えていると。

あくまでも想定ですけれども。同時に地域のボランティアの方の協力を得ながら学校での

本の読み聞かせなども実施していきたいと。 
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基本的にはやはり施設を活用した形での利用ということになろうかと思います。ここの

部分まで学校が主体となるということについては、今の時点ではそこまで判断はしていま

せん。具体的な運営についてはいろいろまだ詰めなきゃならない部分はあろうかと思うん

ですが、基本となる考え方というのはこういうところかなというふうに想定しています。 

大島委員長 

 どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 ということは、例えば学校がやるとか、そこの小学校をべースにしてＰＴＡとか地域の

人を団体にボランティア団体を組織してもらって運営をお願いするとかじゃなくて、基本

的には区立の図書館から職員を出して、そこの人が仕切ってやっていくという、今のとこ

ろはそういう考え方だという理解でよろしいのでしょうか。 

大島委員長 

 はい、どうぞ、中央図書館長。 

中央図書館長（統括） 

 やはり基本的にはそうなると思うんですね。学校の図書館については図書館指導員がお

りますけれども、勤務実態からして、学校の授業時間といいますか、メーンとなる時間、

そこにやはり労力が集中しますので、プラスアルファとしての、それと要するに重ならな

い部分での活用となると、ちょっと管理上無理が生じるんじゃないかなというふうに思い

ます。 

そういう意味では、地域の図書館から職員をその部分派遣するような形での対応という

のは現実的な対応だろうというふうには思っておりますので、基本的にはやはりそういう

部分かなというふうに思います。 

大島委員長 

 よろしいですか。 

高木委員 

 一人ぽっと行ってやるというと非常に難しいと思うので、それを考えると、人件費とか

いろいろなことを考えると、なかなか費用対効果は難しいのかなとか、基本的には本の読

み聞かせなども実施していきたいと書いてあるんですが、やっぱり自分の子どもが小さい

ときのことを考えると、ただそこに本があるから行くわけではないので、それだと、小さ

い子って本を汚したりしますので、なかなか難しいと思うんですよね。だから、いろいろ
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な図書館の利用できる場所がふえてくるのはすごくいいことなんですけれども、でも本当

に区民のニーズに乗っているような形で出していかないと、結局中途半端になってしまう

ので、そこはやっぱり今後よく詰めていただきたいということでございます。 

 あと、費用的に予算が厳しいので、これはお金がつかないとすごく使えないものになっ

てしまって、結局アブハチ取らずになってしまうので、そこがすごく心配しているところ

です。 

以上です。 

大島委員長 

 はい、どうぞ、中央図書館長。 

中央図書館長（統括） 

 一つのイメージとして、今、図書館の場合、小さな乳幼児を集めての乳児コースと、そ

れから幼児コースといいますか、読み聞かせの会というのは大体どこの図書館でも週何回

かやっておるんですね。中央図書館ですと、幼児向けに年200回ぐらいやっておりますで

しょうか。大半がボランティアの方が主体になってやっているんですけれども、地域図書

館の場合についても、大体週に１回ないしプラスアルファという形でやっているんですけ

れども、本があるから乳幼児親子に来てくださいと言ってもやっぱり無理だと思うんです

ね、今、委員おっしゃったとおり。何らかのイベント的な要素といいますか、招き寄せる

ような、そういうきっかけづくりというのはやはり重要だと思っています。 

そういう意味では、職員だけというようなことではなくて、地域のいろいろな活動をし

ているボランティアの方がいらっしゃいますので、やっぱりそういった地域の力を一つの

コアとしながら呼び込むような形というようなことになるんじゃないかなというふうには

想定しております。 

大島委員長 

 はい、どうぞ、高木委員。 

高木委員 

 ちょっとお聞きしたいのは、私のイメージは先ほどお話ししたように、乳幼児というこ

とですと、午前中の例えば、外気浴でいい時間というと10時とか、季節によって違います

けれど、11時とか、お昼の後ぐらいというイメージだと思うんですが、実際、今、区立の

図書館でやっている乳幼児向けのイベントというのは何時ぐらいにやっているんですか。

例えばここで想定している放課後なんていう、例えば３時過ぎにやっているケースってあ
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るんでしょうか。 

大島委員長 

 はい、どうぞ、中央図書館長。 

中央図書館長（統括） 

 大体、乳幼児の場合ですと、午前中が多いですよね。やはり時間的にはその時間になる

だろうと。先ほど委員ちょっとおっしゃったとおり、やっぱり午後というのはお昼寝の時

間になりますので、幼稚園・保育園に行っていないお子さんなんかを中心にした時間、そ

ういう時間にお集まりになるというのが多いと思います。学校の時間とバッティングしな

いということになると、やっぱりメーンは土日祝日などが中心じゃないかなと思っており

ます。図書館でも土日祝日というのは一番人が集まる時間ですので、大体そういった時間

をメーンにやっているということもありますので、やはり子どもたちの集まる時間という

ことで考えると、なかなか平日というのは、そういう意味ではイベント的な要素というの

は難しいと思っております。むしろ、どちらかというと、子育て中の親を中心としたよう

な、先ほどちょっと委員おっしゃったように、むしろ親のネットワークづくりみたいなも

のもあるのかなと。逆に土日とか祝日なんかの場合ですと、子どもたちを中心としたそう

いったイベント的要素を加えると。 

いろいろやり方はあるかと思うんですけれども、まだ実際には構想の段階ですので、い

ろいろこれから進めていく中で、その辺のところも、また特に地域でいろいろ活動されて

いるボランティアの方なんかのアイデアなんかもいろいろ借用していかなければならない

し、知恵を絞りながらやっていきたいというふうに思っております。 

大島委員長 

 すみません、私のほうから今のそれについてなんですけれど、意見なんですが、学校図

書館というのは、大体、学校の校舎の中の２階とか３階とかのところで、要するに入って

すぐのところじゃなくちょっと奥深いところに大体あるのが多いと思うんですが、それで

学校と一般向けの施設が一緒に並列しているような場合もありますけれど、それは学校と

一般施設が区切られて、学校のほうには入れないように大体してあると思うんですよね。

そういう意味で、今、高木委員がご指摘のような区民のニーズがあるのかという疑問もあ

るんですが、また、他面、学校の運営とか管理上、そういう放課後とか一般の方が奥深い

ところまで入れるというような状態になるというのが、ちょっと私はどうかなと心配とい

いますか、乳幼児を連れたお母さんなんかは別にそんな怪しい人間じゃないとは思います
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けれども、ただ、やっぱり一たん図書館に行けるということは、だれでも自由に、もしひ

ょっとすると学校の中を歩き回れたりするという状況になるのかもしれないしというよう

な、つまりそういう安全管理とかというので疑問がちょっとあるということと、そういう

奥深いところまで行くのかしらという、行く気になるかしらという意味の、ちょっとイメ

ージがわかないと。何となく、放課後余りそういうところに、例えば私が小さい子を連れ

ていくとして、ちょっと雰囲気的に余り近寄りたくないと思うんじゃないかというのもあ

りまして、ちょっとそういう疑問があるんで、まだ構想の段階ということですから、ちょ

っとそういう点からも検討していただきたいというふうに思っております。 

どうぞ、中央図書館長。 

中央図書館長（統括） 

この回答の最初の出だしのところに、整備を図っていくとしたら何らかのやっぱりきっ

かけづくりがないとということで学校再編なりキッズプラザの導入と。今、委員長おっし

ゃったとおり、確かにただそこに学校図書館があればいいというわけじゃございませんの

で、ハード的な施設の面、それから動線の面、管理上の面、いろいろなそういう総合的に

考えなければならないということもありますので、やはり順番にシラミつぶしに一つずつ

というわけにはなかなか難しい部分はあると思います。 

そういう意味では、やっぱり何らかのそういうきっかけのところで一つの対応を図って

いく必要があるんじゃないかなということで、その中でハード的な部分であるとか管理上

のことなども含めた検討も必要だろうというふうには思っております。 

大島委員長 

わかりました。どうぞ、山田委員。 

山田委員 

恐らく、学校の施設というのが区民にとっては大きな区民の財産であるという発想もあ

るんですね。今まではやっぱり教育施設だということであったわけですけれども、中野区

は以前にやはりいろいろな箱物をつくり過ぎてしまって、財政上いろいろ問題が起きたと

いう視点からいくと、区民共有の財産である学校のことについて、学校の施設をどのよう

に利用していくか。それが例えばキッズプラザのことに出てきたり、今の学校の持ってい

る図書館機能をどのように地域で生かせるかという大きな視点がこの発想にあるんじゃな

いかなと思うので、それはやはり各学校ごとの教育という視点をメーンにして、その後の

あいた時間をどのように利用していくかは、連携をしっかりとって関係部署としっかり煮
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詰めていかないと、ここから先はここの部署、ここから先はここの部署とやっていたんで

は、学校というのは本来教育施設ですから、それは外さないようにしながらここだけはこ

ういうようにやりたいとやっていかないと、ここはあっちの部署、ここはあっちの部署と

やりますと、縦割り行政になってくると。じゃ、だれが責任を持つのというのが委員長が

危惧された学校安全というところですね。そこに行き着くところは行き着くのかなと思う

ので、その辺は十分に議論を踏まえながら、教育施設の有効利用をどのようにしていくか

ということになるんでないかなと。ましてや今度、指導要領が変わって、子どもたちがい

る時間が長くなりますから、空き時間はなかなかないんじゃないかなということもこの中

では出てくるんじゃないかなと思います。 

大島委員長 

では、この問題はとりあえずこのくらいということでしょうか。 

ほかにご意見、ほかのことでも結構ですが、何かありますでしょうか。報告事項につい

てはよろしいでしょうか。 

それでは次に、「平成21年度インフルエンザ様疾患による臨時休業状況について」の報

告をお願いいたします。 

副参事（学校教育担当） 

たびたび話題に出ていますインフルエンザでございます。お手元の資料がありますので

ごらんください。 

ごらんのとおり、８月から始まってもう何ページにもわたっているという状況が学級閉

鎖等があります。それで、これは22日現在ということで、実は23日、きょうも６校ばかり

発生しておりまして、現時点では学級閉鎖、学年閉鎖になっているのは小学校で６校、中

学校で４校、計10校という状態でございます。インフルエンザの患者数もふえていますが、

学級閉鎖もなかなか、むしろふえているのかなというところがございます。 

この新型と思われるところで学級閉鎖数、延べにすると159学級ぐらいで、季節性のも

う倍以上にはなっているというような状況でございます。 

この資料の一番最後に学校以外も含めた患者数というのが、このインフルエンザ流行状

況、福祉保健局と、都の集計です。これはいわゆる定点観測でどうだというので、ここの

41週というのがあるんですが、18.8人と、ごらんになるとおりカーブが急に上がっていま

す。 

もっと最新の42週、つまり10月12日から18日は、これは東京都ですけれども、東京都だ
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と22.16人、中野でも22.2人ということで、どんどん上がっているというような状況でご

ざいます。ここのところまた罹患者が伸びつつあるということです。 

それで、先ほど次長からもお話しさせていただきましたが、こういう状況を受けまして、

10月24日、あしたですね、土曜日に中野体育館で予定されていた特別支援学級の連合運動

会というのが、小中合わせて８校で行われる予定だったんですが、これは中止するという

ことにいたしたところでございます。ただ、それまで一生懸命子どもたちは練習している

と思いますので、それぞれの学校で各校単位で野外で、あしたとか月曜とか成果を発表す

るミニ運動会とかミニ発表会を予定しているというふうに聞いているところでございます。 

簡単ですが、以上でございます。 

大島委員長 

ただいまの報告につきまして、何かご質問、ご発言はありますでしょうか。 

どうぞ、山田委員。 

山田委員 

８月以降の学級閉鎖の状況についてご報告いただいたんですけれども、これだけ学級閉

鎖もしくは学校閉鎖が出ているときに、これは指導室長に聞きたいんですけれども、要す

るに授業数が確保できなくなってきますよね、恐らく。そういったことは想定されていな

い事態かもしれないんですけれども、どのようなことを手当てしていかなければいけない

とお考えでしょうか。 

大島委員長 

 どうぞ。 

指導室長 

 通常の教育課程の中でもこういうことを想定して、ある程度余裕を持って学校教育計画

をつくっているところなんですが、今回のようなことはもう全く想定外でございました。 

学校の対応として、またこちらの教育委員会の事務局の対応として、各学校にどれぐら

い足りなさそうか、時数がこのままでいくと何時間足りないんじゃないかとかというのを

今調査をして終わったところです。 

あと、各学校によっては５時間のところを全部６時間にするとか、それから今、何校か

出ていますけれど、冬季休業日を何日間か減らすとか、それからあとは、土曜日に何らか

の形で学校公開等をやっても月曜日をお休みにしないとか、そういうことでちょっとずつ

ふやしていって対応するというところでございます。 
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ただ、それでも今のところはそれで対応するんですけれど、今後これがふえていくとも

う間に合わない。ですから、中学校980時間という数字がクリアできないことが想定され

る状況にございます。 

大島委員長 

 はい、どうぞ、山田委員。 

山田委員 

 やはり定点観測で20を超えてきましたので、もしかしたら警報の事態、30を超えると東

京都は警報を出すということを言っていましたので、その事態が発生した場合にはいろい

ろと社会的な閉鎖自体も起こり得るんじゃないかなと思うので、そういうことを考えて、

この間もお話ししましたように、教育委員会としてどのようなことを、今回のあしたの運

動会の中止は、僕、賢明な判断ではなかったかなと思います。障害を持った方たちが一堂

に会するわけですから、体育館というところですと、もし何らかの発生をした場合にはか

なりの率で罹患してしまう。ましてや肺疾患等を持っているお子様たちですと、重症化す

るということが疑い知れますので、賢明な判断ではなかったかなと思います。 

今回のインフルエンザの対策は、あくまでも重症化を防ぐという意味ですから、そうい

った視点に立ってやっていかなければいけないかなと。ましてや、ワクチンがこれから入

ってきますけれども、要するに重症化を防ぐのであって、予防するということではないの

で、その辺だけは間違えないようにして我々はやっていかなければならないなと思ってい

ます。 

大島委員長 

 はい、どうぞ。 

飛鳥馬委員 

 最初、山田委員がちょっと聞いた授業日数の件ですが、今までの例で幾つかあると思う

んですが、一つははしかか何かで、大学ですね、期間は長くなかったですけれども、二、

三日休みにして、それは補習でやったんだろうと思うんですよ、大学の先生に聞くと。休

みにして、先生詳しいと思うのでまたあわせてあれは、これは一つ事例がありまして、短

期間ですから、余り長い期間じゃない。 

それから二つ目は、これはちょっと微妙で、私も記憶がいいかげんなんですが、高校で

もって本来履修させなきゃいけないものを未履修で卒業させるかどうかの問題があったじ

ゃないですか。もう大学も試験を受かってしまったよと。だけど、単位を取っていないじ
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ゃないかと。その高校はその授業をやっていなかったという問題ですよ。あの問題、あれ

を文科省なり都教委なりどう考えるかですね。ああいう義務教育ではない部分、これが二

つです。 

もう一つあります。小学校でも中学校でも３年生、６年生、卒業ですよね。授業日数が

足りないから卒業できないのかどうかというかかわりが出てくるわけですよ。大学はそう

ですね。卒業認定、単位数ですから。だけれども、室長が最初言われたように幅があると

いうのは、教育課程そのものに幅があるのが一つと、二つ目の幅は、私の中学校の経験か

ら言うと、これは非常に文科省も基準がなくて大変なことなんですが、中学校３年間、何

日間出席すれば卒業オーケーかという基準がないんです。大昔の基準があるようなないよ

うな、非常に難しいのはあるんですが。 

つまりどういうことかというと、長期欠席している、不登校の子を卒業認定して卒業さ

せるかどうか校長の決断なんです。３分の１休んだといっても卒業ですよ、卒業、私は。

ほとんどそうです。昔は留年ってあったけれど、今、留年というのはほとんどない。もう

一年留年すると、籍は置くけれども、来なければ除籍になる。中卒にならないんです。そ

ういう問題との絡みがいろいろとあるので、だから簡単に授業日数が足りないからという

のはどうかなという気がするんだけど、ただ、今言ったようにもうちょっと違う、学力補

充とか何かの関係もあると思うんで、だからその辺はいろいろなことを考えながら、私も

ちょっと知識不足のところはありますけれども、考えながら判断することになるかなと思

います。 

大島委員長 

どうぞ、指導室長。 

指導室長 

 今のお話でも一番の実は課題は今最後にお話しいただいた学力保証というところです。

特に卒業期のお子さんもそうですし、それから次の学年に進級する前にある部分が抜けて

いるなんていうことがあるとこれはいけないので、何らかの形で補習、補講をしていかな

ければいけないというのが１点と、それからもう一点は、実は小学生もそうですけれども、

受験のときにこういう状況になったときにどう扱うのかと、これは東京都もいろいろ考え

ていますし、大学も今、いろいろ動いているようですけれども、最初にお話のあった一つ

は補講ですか、それで可能かということは、先ほどお話ししたように、長期休業日を減ら

して、その部分で授業をしていくということです。 
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それから、未履修の問題ですけれども、ご承知のように単位ではないので、やはり最初

にお話ししたように、どこかの部分が抜けないように、何かこの学年のこの部分が抜けて

しまっているということがなく進級なり卒業なりをさせる必要がありますので、そういう

意味で補習・補講が必要だということはございます。 

それから、卒業認定についてはおっしゃるとおりでありまして、授業日数ということで

はございませんので、日々の学習の状況ということでやってまいりますので、このことで

卒業できなくなるとかということは考えられないというふうに思います。また、学級閉鎖

はちょっと違いますけれど、学校閉鎖になりますと、もともとのやらなければいけない学

校の授業日数からそれ自体を引きますので、なかったことになってしまうということがあ

りますので、そういう意味では登校の日数とか授業の日数とかいう、そういう細かいとこ

ろはありますけれども、とりあえず、卒業だの進級の認定ということについてはもう全校

的なというか、もっと言えば全国的な話ですので、これでどうこうということはないと思

いますが、繰り返しますけれども、一番は学力保証をどうするか。ですから、一番は学級

閉鎖の間、学年閉鎖の間、学校閉鎖の間にご家庭でどんなふうな勉強ができるかというこ

とも含めて各学校いろいろ工夫しているところであります。 

飛鳥馬委員 

休んでいる間に先生が家庭訪問するなりプリントを届けているのも評価しなければいけ

ないんだろうと思うんですけれどね。先生方から言わせれば、何もやっていないのではな

くて、対応していますよということだと思いますので。 

大島委員長 

実に悩ましいところで、閉鎖なんてもちろんないほうがいいわけですが、しかし、やは

りインフルエンザの広がりとかそういうことのためにはやむを得ない、また必要な措置で

もあり、しかし学力とかの、何とか対策も考えなきゃということですが、指導室を初めと

して、また各学校のいろいろ指導については、また見てあげていただきたいというふうに

思います。 

それでは、この問題はよろしいでしょうかね。 

そのほかに報告事項はありますでしょうか。 

事務局 

 ございません。 

＜協議事項＞ 
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大島委員長 

それでは、次に協議事項を予定しておりましたが、ここで委員会運営についてお諮りい

たします。本日は時間が迫ってきておりますので、協議事項につきましては次回、11月６

日の定例会で改めて協議をしたいと思います。賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員賛成） 

大島委員長 

 全員賛成ですので、本日予定していた協議事項「教育ビジョン（第２次）の検討につい

て」は次回に回します。 

それでは、本日予定しました日程をすべて終わったことになります。 

ここで、傍聴の方に今後の教育委員会の開会予定についてお知らせいたします。 

来週10月30日は江古田小学校訪問と代表校長との意見交換会のため、教育委員会の会議

はありません。 

その翌週、11月６日は午前10時からいつものとおりこの場所で教育委員会の会議を開会

いたします。 

その次の11月13日は、やよい幼稚園訪問と園長との意見交換会のため、教育委員会の会

議はありません。 

11月20日、27日はいつものとおり午前10時から教育委員会の会議を予定しています。 

したがいまして、11月の教育委員会の会議は11月６日、20日、27日の３回の予定です。 

これをもちまして、教育委員会第35回定例会を閉じます。 

午後８時４５分閉会 


